
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

三
登
記
に
は
、
玉
泉
院
殿
金
滞
へ
入
ら
せ
ら
れ
て
、
御
家
長
久
の
御

願
と
し
て
、
常
善
寺
と
い
ふ
遊
行
寺
に
天
満
天
紳
堂
を
建
立
被
v
成‘

月
並
の
漣
歌
を
御
前
鰭
の
鏡
花
被
邑
仰
付
刊
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
宝

・
泉
院
震
の
高
岡
よ
り
金
津
へ
来
り
給
ふ
は
‘
慶
長
十
丸
年
五
月
利
長

卿
菟
逝
後
な
り
。

。
光
瀬
山
豆
泉
寺

時
宗
也
。
寺
飽
K
-
X
ふ
。
初
め
滞
普
寺
と
続
し
、
天
満
宮
の
別
賞
の

底
、
玉
泉
院
殿
の
御
菩
提
所
と
定
め
ら
れ
、
玉
泉
寺
と
改
稀
あ
り
て
、

信
長
公
・
玉
泉
院
殿
の
宵
像
・
依
牌
を
蛍
寺
に
安
置
せ
ら
る
。
滞
締
寺

の
閉
山
恵
季
上
入
は
.
畠
山
ト
=
一
の
親
族
に
て
、
叡
山
に
於
て
剃
髪

し
、
修
串
後
越
中
園
新
川
郡
町
新
庄
村
に
滞
蹄
寺
を
創
立
す
。
遊
行

二
代
上
人
の
路
子
と
成
り
、
時
宗
に
改
め
‘
後
宮
山
古
寺
町
に
移
り
、

叉
同
所
古
天
紳
町
へ
再
柑
押
し
、
天
紳
の
別
賞
た
り
。
慶
長
十
四
年
利

長
卿
高
岡
へ
移
徒
の
頃
、
天
紳
を
高
岡
へ
遜
鹿
し
、
元
和
三
年
の
秋

叉
金
棒
へ
遜
底
、
浮
締
守
先
住
職
を
別
賞
と
し
、
滞
締
寺
は
宮
山
柳

町
へ
移
る
と
云
々
。
按
・
予
る
に
、
寛
文
七
年
の
上
梁
文
に
、
元
和
三

年
越
中
高
岡
よ
り
金
津
泉
野
へ
縛
枇
の
時
.
滞
締
寺
十
二
世
共
阿
和

倫
有
a
紳
働
粂
修
之
血
管
一
命
v
之
朱
=
別
蛍
職
-
佳
品
廟
議
小
寺
二
品
文
六
己

堂
も
あ
り
。
穿
此
の
寺
に
て
三
年
忌
の
法
曾
可
v
被
a
執
行
-
と
て
、
常

磐
寺
に
て
被
a
仰
付
一
布
施
物
等
丁
寧
に
被
成
け
り
。
共
の
時
遊
行
上

人
訴
訟
申
上
げ
ら
れ
、
常
善
寺
の
寺
鋭
を
除
き
て
‘
玉
泉
寺
と
改
め
ら

れ
、
寺
の
向
う
と
横
町
・
野
町
の
際
ま
で
、
寺
の
門
前
地
と
定
め
ら
れ

下
さ
れ
け
れ
ば
、
移
敷
地
子
を
取
あ
げ
、
寺
の
雑
用
に
成
り
に
け
り
。

明
暦
元
年
三
十
三
回
忌
に
た
ら
せ
給
へ
ば
、
前
年
よ
り
玉
呆
寺
屋
敷

替
有
り
て
‘
伽
藍
御
建
立
被
v
成
、
元
の
寺
屋
敷
は
成
費
寺
に
相
渡

り
、
共
の
時
門
前
地
は
宿
上
げ
ら
る
。
と
あ
り
。
叉
三
州
志
来
因
概

見
に
は
、
玉
泉
寺
は
初
め
滞
土
宗
滞
善
寺
と
云
ふ
小
庵
な
り
。
寛
永

元
年
十
月
遊
行
上
人
此
の
滞
善
寺
へ
来
る
時
、
参
詣
の
貴
賎
群
集

し
、
寺
中
小
狭
た
る
に
よ
り
、
堂
宇
を
改
治
し
で
旗
く
た
る
。
此
の

時
敏
感
あ
る
上
人
の
弟
子
を
住
持
と
す
。
是
ま
で
は
看
主
な
り
。
同

年
滞
善
寺
を
改
め
て
玉
泉
寺
と
践
し
、
玉
泉
君
の
備
事
供
養
あ
り
。

と
い
へ
り
。
又
一
今
枝
直
方
筆
記
に
は
.
玉
泉
寺
は
初
め
常
普
寺
と

去
ひ
、
玉
泉
院
殿
在
世
に
取
立

τさ
せ
、
営
家
の
鴛
め
に
天
満
宮
を

も
建
立
信
仰
な
り
。
玉
来
院
殿
元
和
九
年
卒
後
、
遊
行
上
人
願
に
一
依

っ
て
、
寛
永
二
年
よ
り
玉
呆
寺
と
披
す
と
あ
り
。
以
上
諸
奮
記
に
記

載
す
る
臓
、
各
区
々
の
停
設
な
り
。
執
れ
か
是
な
ら
ん
か
。
さ
て
慶

金
滞
古
蹟
志
巻
十
丸

八

巳
年
二
月
朔
日
.
有
v
旨
霊
噂
a
縁
起
一
周
=
寺
基
吋
名
改
=
玉
泉
↓
令
a
南
水

比
丘
-
篇
目
陶
山
第
一
一
凪
云
々
。
と
見
h
.
延
寅
二
年
の
由
来
替
に
、
玉
泉

院
殿
の
御
願
に
依
っ
て
、
元
和
三
年
の
秋
越
中
滞
締
寺
に
仰
付
け
ら

れ
、
営
地
金
津
に
も
天
神
御
勤
諦
被
v
成
。
則
静
蹄
寺
前
住
別
蛍
所
に

有
v
之
、
寛
永
元
年
ま
で
紳
事
相
勤
。
共
以
後
は
弟
子
看
坊
相
詰
罷

在
。
寛
永
五
年
の
多
遊
行
三
十
五
代
巡
行
越
年
之
底
、
利
常
卿
思
召

有
v
之
、
別
賞
所
を
玉
泉
寺
と
改
橋
被
v
成
度
よ
し
御
内
意
、
御
局
の
承

に
て
遊
行
御
鰭
申
上
、
住
持
申
付
ら
れ
、
寛
永
十
六
年
二
月
玉
泉
院

殿
十
七
年
忌
の
御
弔
よ
り
、
位
牌
所
に
定
め
ら
れ
、
正
保
三
年
に
営

寺
御
建
立
歩
成
、
承
臆
三
年
の
暮
寺
領
六
十
石
御
寄
附
、
小
松
に
於

て
拝
領
仕
。
と
あ
り
。
三
蜜
記
に
は
、
玉
泉
院
殿
元
和
九
年
二
月
廿

四
日
に
逝
去
し
給
円
以
、
第
三
年
忌
の
前
年
十
月
?
藤
津
三
十
五
代
遊

行
上
入
金
滞
へ
廻
り
来
る
。
是
よ
り
さ
き
‘
三
十
代
目
の
上
人
掴
来

の
時
は
‘
常
善
寺
は
小
庵
に
て
指
支
へ
、
犀
川
惣
縛
の
際
に
在
v
之
西

方
寺
に
て
勤
行
せ
ら
れ
し
か
ど
、
共
の
後
常
善
寺
も
玉
泉
院
殿
よ
り

御
前
橋
料
等
寄
附
し
給
ひ
、
繁
昌
し
て
少
し
庵
も
庚
〈
成
る
よ
り
、
今

度
は
遊
行
上
人
是
に
留
り
越
年
せ
ら
る
。
利
光
卿
如
何
思
召
さ
れ
け

ん
‘
常
善
寺
は
玉
泉
院
殿
別
し
て
御
念
頃
た
る
寺
た
り
。
殊
に
天
紳

ー

務
の
際
明
治
三
年
十
月
玉
呆
院
殿
等
の
枕
牌
並
寄
附
の
什
物
前
岡
家

へ
引
揚
げ
ら
れ
.
同
四
年
三
月
廿
三
日
六
動
林
よ
り
出
火
、
玉
泉
寺

の
堂
宇
悉
く
焼
失
し
、
僅
に
小
庖
を
仮
建
た
し
た
り
け
り
。

。
玉
泉
院
殿
霊
堂
侮
鼠

管
家
見
聞
集
に
一
式
ふ
。
一
花
和
九
笑
亥
年
二
月
廿
四
目
玉
泉
院
殿
逝
-
由
胴
-

去
、
子
ν
時
五
十
歳
。
導
師
貧
困
寺
雲
発
和
倫
。
但
御
戒
名
は
高
岡
光

山
和
倫
被
v
授
血
駄
に
辞
任
、
支
援
怪
奇
大
妨
と
鋭
す
。
と

見
ゆ
。
又
微
妙
公
夜
話
鍛
に
、
元
和
丸
年
二
月
廿
四
自
民
玉
泉
院
様

逝
去
し
給
ふ
に
よ
り
.
御
遺
骸
の
芭
番
を
野
田
の
桃
援
寺
へ
命
ぜ
ら

れ
し
底
、
夫
れ
よ
り
さ
き
‘
貧
困
寺
伴
翁
和
倫
ど
り
受
け
さ
せ
給
ひ

た
る
血
駄
を
ば
、
小
太
夫
と
い
ふ
女
中
御
枕
本
の
扉
風
に
掛
置
き
け

る
に
、
直
番
の
借
是
を
取
隠
し
、
挑
雲
寺
よ
り
導
師
を
せ
ん
と
の
所

存
の
よ
し
、
微
妙
公
開
召
さ
れ
、
導
師
は
人
民
額
む
に
不
v
及
、
我
等
致

す
べ
し
と
仰
せ
ら
れ
、
御
自
身
導
師
を
被
ν
成
、
御
法
曾
は
滞
警
と
い

ふ
時
宗
の
小
庵
に
て
御
執
行
あ
り
。
後
御
再
建
あ
り
て
玉
泉
寺
と
改

め
ら
れ
た
り
と
ぞ
。
と
い
ひ
、
異
本
夜
路
銀
に
は
、
玉
泉
院
様
の
御
隼

骸
を
ば
費
回
寺
へ
奉
v
移
事
に
極
る
施
、
野
田
桃
雲
寺
進
み
出
で
、
御

病
中
に
血
駄
を
指
上
ぐ
る
ゆ
ゑ
‘
営
寺
へ
被
v
奉
v
移
や
う
に
と
の
願

丸




